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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 機能の概要

こ のエネルギーパ ッ ケージを使用する と、 以下の入力変数に基づいて、 水 と 蒸気のアプ リ ケー
シ ョ ンにおける質量流量と エネルギー流量を計算する こ と ができ ます ：

• 流量
• 圧力
• 温度 （または温度差）

さ らに、 グ リ コールをベース とする冷媒を使用し た場合のエネルギーの計算も可能です。 

この計算結果は、 プロセス品質の重要な指標と な り 、 プロセス最適化作業や保守のベースにな り
ます。 

水および蒸気の熱力学的な計算には、 国際的に認められた IAPWS-IF 97 規格が使用されます。
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2 各アプ リ ケーシ ョ ンの説明

2.1 水のアプ リ ケーシ ョ ン

2.1.1 水の熱量

水流における熱量の計算 例 ： 熱交換器の戻 り 管における残留熱の監視
入力変数 ： 体積流量と温度

平均圧力は、 測定された温度に基づいて自動的に計算されます。

a0009703

E ： 熱量

q ： 体積流量

ρ ： 密度

T ： 運転温度

h ： 水の比エン タルピー （0 ℃ に対する値）
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2.1.2 水の熱量差

熱交換器によ って放出または取 り 込まれる熱量の計算。 加熱 / 冷却回路でエネルギーを測定する
典型的なアプ リ ケーシ ョ ン。
入力変数 ： 熱交換器の上流と下流直下 　 （供給管 と戻 り 管） における体積流量 と温度の測定値。

流量計は、 高温側と低温側のどち らにでも取 り 付ける こ と ができ ます。

a0009703

E ： 熱量

q ： 体積流量

ρ ： 密度

T1 ： T （高温）

T1 ： T （低温）

h （T1） ： 温度 1 におけ る水の比エン タルピー

h （T1） ： 温度 2 におけ る水の比エン タルピー
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2.2 水 / グ リ コールのアプ リ ケーシ ョ ン

2.2.1 水 / グ リ コールの熱量差

熱交換器おける冷媒 （水 / グ リ コールの混合物） によ って放出または取 り 込まれる熱量の計算。
加熱 / 冷却回路でエネルギーを測定する典型的なアプ リ ケーシ ョ ン。
入力変数 ： 熱交換器の上流と下流直下 　 （供給管と戻 り 管） における体積流量 と温度の測定値。

流量計は、 高温側と低温側のどち らにでも取 り 付ける こ と ができ ます。

a0009705

E ： 熱量

q ： 体積流量

ρ ： 密度

T1 ： T （高温）

T2 ： T （低温）

c （T1） ： 温度 1 におけ る比熱容量

c （T2） ： 温度 2 におけ る比熱容量

cm 平均比熱容量
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2.3 蒸気のアプ リ ケーシ ョ ン

2.3.1 蒸気の熱量

蒸気発生器の出力または個別の蒸気使用設備ご と の蒸気に含まれる質量流量 と熱量の計算

入力変数 ： 体積流量、 温度、 圧力

a0009709

飽和蒸気測定を簡略化する場合は、 圧力または温度を測定せずに行 う こ と もでき ます。 欠落し て
いる入力変数は、 本システムに保存されている飽和蒸気曲線を使用し て決定されます。 
圧力および温度を測定し ている場合は、 蒸気状態の正確な判定 と監視が行われます。 飽和蒸気温
度 = 凝縮温度になる と、 飽和蒸気ア ラームが出力されます （フ ェールセーフモード 3.5 を参照）。

E ： 熱量

q ： 体積流量

ρ ： 密度

TD ： 蒸気温度

p ： 圧力 （蒸気）

hD 蒸気の比エン タルピー
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2.3.2 蒸気の熱量差

熱交換器で蒸気が凝縮し た と きに放出される熱量の計算。
または、 蒸気の発生に使用される熱量 （エネルギー） の計算。

入力変数 ： 熱交換器 （または蒸気発生器） の上流と下流直下における圧力 と温度の測定値。

流量計は、 蒸気管と給水管 （復水または供給水） のどち らにでも組み込むこ と ができ ます。
蒸気の消費や損失などの理由から、 蒸気管と給水管の両方で流量測定が必要な場合は、 2 つのア
プ リ ケーシ ョ ン、 すなわち蒸気と水の熱量をセ ッ ト ア ッ プする必要があ り ます。 この場合、 数式
エデ ィ タ利用する と、 演算チャ ンネルで質量 と エネルギー量のバラ ン ス を確認する こ と ができ ま
す （3.4.1 を参照）。

a0009709

E ： 熱量

q ： 体積流量

ρ ： 密度

TD ： 蒸気温度

TW ： 水 （復水） の温度

p ： 圧力 （蒸気）

hD ： 蒸気の比エン タルピー

hW ： 水の比エン タルピー
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3 アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ

3.1 プログラ ミ ングの一般的なガイ ド ラ イ ン

1. 流量、 圧力、 温度の入力を設定し ます ：
こ こ では標準入力が使用されます。測定レンジを スケー リ ングするための単位は、下表から
選択する よ う お勧めし ます （3.2 参照）。
それ以外の場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンを定義する と きに、変換係数を定義する必要があ り ま
す （3.2 を参照）。

2. 演算チャ ンネルを開き ます。 エネルギーまたは質量を計算する機能を有効にし、 アプ リ ケー
シ ョ ンを選択し ます。 入力を割 り 当て、 単位を定義し ます。 積算 メ ニューで積算計の単位を
選択し ます。
蒸気のアプ リ ケーシ ョ ンでは、該当する場合、飽和蒸気ア ラーム時のフ ェールセーフモー ド
を設定し ます。

3. 表示部を設定し ます。 すなわち、 表示値のグループ設定と表示モード の選択を し ます。

3.2 単位の選択

入力の単位と アプ リ ケーシ ョ ンは、 演算チャ ンネルのアプ リ ケーシ ョ ン設定中に選択し ます。
こ こ で選択する単位は、 入力のスケー リ ングに使用する単位 と同じ ものにする よ う にし て く だ
さい。
入力の設定に他の単位を使用する場合は、 その単位を表に示されている単位に変換する演算チャ
ンネルを選択する必要があ り ます。 その場合は、 その演算チャ ンネルが、 別の演算チャ ンネルで
流量入力と し てエネルギーまたは質量の計算に使用されます。

エネルギーパッ ケージの単位

gal = 液量ガロ ン ： 1 ft3 = 7.48051948 gal
ト ン = 米 ト ン （シ ョ ー ト ） ： 1 ト ン = 907.184 74 kg
ト ン = 冷凍 ト ン ： 1 ト ン = 3.516 852 84 kW
BTU = 国際 [ 蒸気 ] 表 （IT） ： 1 Btu = 1055.056 kJ
サーム = 米サーム （BTU59 °F に基づ く ） ： 1 サーム = 105 480.4 kJ
GAL = 毎分ガロ ン

流量 m3/h ft3/h gal/h ft3/min GPM

圧力 bar(a)(g) Psi(a)(g) MPa(a)(g) inH2O(a)(g)

温度 ℃ K °F

熱流量 kW MW kBTU/h MBTU/h ト ン kBTU/min サーム /min サーム /h

熱エネルギー kWh MWh MJ MBTU ト ン h kBTU サーム

質量流量 kg/h t/h lbs/h ト ン /h

質量の総和 kg t lbs ト ン
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3.3 水と蒸気のエネルギー測定例

3.3.1 水の熱量差の例

1. 流量、 圧力、 温度の入力を設定し ます。
信号を選択し、 チャ ンネル識別名を入力し、 単位を定義し （表 3.2 参照） 、 測定レ ンジを設
定し ます。

2. エネルギー計算を設定し ます。
2.1 演算チャ ンネルを開き、 エネルギー計算を選択し、 センサ と単位を割 り 当て、 流量計取

付ポイ ン ト と ズーム レンジを指定し ます。
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2.2 積算計の単位を選択し ます。
積算を有効にし、 単位を選択し、 必要な場合は （し きい値よ り も小さい値を積算し ない
場合）、 し きい値 （低流量カ ッ ト ） を設定し ます。

3. 表示部を設定し ます。
各値を選択し、 表示部の情報表示方法を選択し ます。
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3.3.2 蒸気の熱量 / 質量の例

1. 流量、 圧力、 温度の入力を設定し ます。
信号を選択し、 チャ ンネル識別名を入力し、 単位を定義し （表 3.2 参照） 、 測定レ ンジを設
定し ます。

2. エネルギー計算を設定し ます。
2.1 演算チャ ンネルを開き、 エネルギーまたは質量の計算を選択し、 センサおよび単位を割

り 当てます。
エネルギー と 質量を両方 と も計算 / 表示する場合は、 各設定を演算チャ ンネル 2 にコ
ピーし、 そ こ で " 質量計算 " を選択し ます。

2.2 積算計の単位を選択し ます。
積算を有効にし、 単位を選択し、 必要な場合は、 し きい値 （低流量カ ッ ト ） を設定し ま
す （例 3.2.2、 項番 2.2 を参照）。
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2.3 飽和蒸気ア ラームの動作を設定し ます。
（設定可能なのは、 圧力と温度の入力を使用する場合に限られます。）
単位セ ッ ト ア ッ プ / エキスパー ト を有効にし、 飽和蒸気ア ラームの故障モー ド を設定し
ます （飽和蒸気ア ラームの場合に積算計停止、 ま たは飽和蒸気条件下で計算を継続し、
積算を継続する。すなわち積算計が通常動作し続ける。飽和蒸気ア ラームの信号を リ レー
から出力するかど う か選択し ます）。

3. 表示部を設定し ます。
表示部の各値と表示モード を選択し ます （操作項目 ： 信号グループ （例 3.2.2、 項番 3）。
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3.3.3 差圧式流量測定

差圧法 （オ リ フ ィ スプレー ト 、 ピ ト ー管など） に基づいた流量測定は、 設計点でのみ正確に行わ
れます。 温度 と 圧力が変動する と、 精度にかな り 影響が出ます。 例えば設計圧力 10 bar では、
1 bar の圧力変動によ り 約 11% の測定誤差が生じ る可能性があ り ます。
し たがって、 こ の測定方式を採用する と きは、 演算チャ ンネルを使用し て質量 と エネルギーの測
定を補償する よ う お勧めし ます。 こ のために、 測定点の設計データ シー ト が必要にな り ます。 特
に以下のデータが必要です ：
• 設計条件における圧力
• 設計条件における温度
• 設計条件における密度

例：蒸気測定の設計条件：
P(a) ： 10 bar - 絶対圧力
T(a) ： 200 ℃
密度 (a) ： 4.85 kg/m3

最大流量 9.07 t/h

段階的な設定。

1. 差圧 （DP） 式変換器の出力を、 体積流量ま たは質量 （10 ト ン /h） にス ケー リ ン グ し ます
（特性曲線は平方根関数）。

2. グ ラ フ ィ ッ クデータマネージ ャの入力を選択し、 体積流量 （すなわち m3/h など） にスケー
リ ング し ます。 例のよ う に DP 変換器の出力が質量にス ケー リ ング されている場合は、 体積
流量を設計条件で計算する必要があ り ます。 例 ：
9.07 t/h × 1000 ÷ 4.85 kg/m3 = 1870.10 m3/h
（DP 変換器の出力は質量にスケー リ ング し たま まにでき ます）。

3. 演算チャ ンネル （1-8） で、 質量またはエネルギー測定を選択し ます。 その次に、 蒸気のア
プ リ ケーシ ョ ンを設定し ます。 （例 3.3.2 参照）

4. 演算チャ ンネル （9-12） を選択し、 以下の式を入力し ます （該当する場合、 M1 を ステ ッ プ
3 で選択し た演算チャ ンネルに変更し ます） ：
M1*(P/P(a))^0.5*(T(a)/T)^0.5
P ： 運転圧力 （測定値）
Pa ： 設計条件におけ る圧力
T ： 運転温度 （測定値）
Ta ： 設計条件における温度

Ta と  T は、 絶対温度 （ケルビン） です。 つま り 、 場合によ っては、 温度の変換を含むよ う
に上式を変更する必要があ り ます。 さ ら に、 圧力の単位は同じ であ る よ う に し て く だ さ い
（絶対圧力と相対圧力を混在させないなど）。
例 ： ℃ 単位での温度測定 （bar 絶対圧測定）
M1*((P/10)*(200+273.15)/(T+273.15))^0.5

計算結果は、 補償された質量流量またはエネルギー流量にな り ます。
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3.4 バラ ンス調整 （アプ リ ケーシ ョ ンのリ ン ク）

3.4.1 概要

質量またはエネルギー量の互いのバラ ン ス を監視する ため、 あ るいは特性値を計算する ために、
どの演算チャ ンネルでも使用する こ と ができ ます。

例 ： 蒸気ボイ ラのバラ ン ス調整。

• 蒸気の熱量を演算チャ ンネル 1 で計算し ます。
• 演算チャ ンネル 2 を、水の熱量の計算に使用し ます（蒸気系の復水流における残留エネルギー）。

求める結果：
蒸気供給管と復水戻 り 管の間で放出されるエネルギー。
解法：
演算チャ ンネル 3 を開き、 数式エデ ィ タ を選択し、 エネルギー量の差を と り ます （演算チャ ンネ
ル 1- 演算チャ ンネル 2）。

a0009703
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3.4.2 蒸気ボイ ラの監視

プラ ン ト の安全を確保し、 プロセス を最適化し、 コ ス ト を節減する ために、 蒸気ボイ ラ を監視し
ます。

プラ ン ト の安全を監視するための測定変数 ：
• レベル
• ボイ ラ圧力
• ボイ ラ温度

プロセス を最適化するための測定変数と特性値 ：
• 蒸気流のエネルギー
• 復水流のエネルギー
• 供給水または新しい水のエネルギー
• ブローダウ ンのエネルギー
• 燃料 （天然ガス、 暖房用燃料油など） のエネルギー
• 煙道ガス流のエネルギー、 酸素含有量および温度
• 燃焼空気の質量流量 （O2 含有量と温度を含む）
• 化学分析 ： pH、 溶存酸素、 導電率

a0009725-en

 [MJ h]

 [MJ h]
 [MJ h]
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ボイ ラ効率を計算するためのグラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャのプログラ ミ ング

演算チャ ンネルにおける効率計算には、 通常積算計の値 （積算値） が使用されます。

a） 開放系

• 演算チャ ンネル 1 （M1） ： 蒸気の熱量
• 演算チャ ンネル 2 （M2） ： 供給水の熱量
• 演算チャ ンネル 3 （M3） ： 蒸気発生のための天然ガスの燃焼エネルギー *

• 演算チャ ンネル 4 （M4） ： ボイ ラ効率の計算

数式 (M4) = (M1-M2)/M3

b） 閉じ た系 （すなわち復水が戻る系）

• 演算チャ ンネル 1 （M1） ： 蒸気の熱量
• 演算チャ ンネル 2 （M2） ： 復水における水の熱量
• 演算チャ ンネル 3 （M3） ： 蒸気発生のための天然ガスの燃焼エネルギー *

• 演算チャ ンネル 4 （M4） ： ボイ ラ効率の計算

数式 (M4) = (M1-M2)/M3

c） ブローダウ ンを考慮に入れた閉じ た系

• M1 ： 蒸気の熱量差 （蒸気流量、 T （蒸気）、 （P （蒸気））、 T （供給水）
• M2 ： 蒸気の熱量差 （供給水の流量、 T （蒸気）、 T （供給水）
• M3 ： ブローダウ ンによ って生じ るエネルギー損失 ： （M2-M1）
• M4 ： 蒸気を発生させる ための天然ガスの燃焼エネルギー *

• M5 ： ボイ ラ効率の計算 （M2/M4）

ブローダウ ンによ って生じ るエネルギー損失は、 蒸気の熱量差のアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て概
算で計算する こ と も でき ます。
仮定 ： 質量 （ブローダウ ン） = 質量 （新しい水）

• M1 ： 蒸気の熱量
• M2 ： 復水における水の熱量
• M3：ブローダウ ンによ って生じ るエネルギー損失、水の熱量差 （V、T （新しい水）；V、T （蒸気））
• M4 ： 蒸気を発生させる ための天然ガスの燃焼エネルギー *

• M5 ： ボイ ラ効率の計算

数式 (M5) = (M1-M2+M3)/M4

* 天然ガスの質量流量は流量計で測定され、 グ ラ フ ィ ッ クデータマネージャに転送されます。
演算チャ ンネル 3 で、 天然ガスの流量がエネルギーに変換されます （天然ガスの低位発熱量 *

天然ガスの質量流量）。

3.5 フ ェールセーフモー ド

フ ェールセーフモード のセ ッ ト ア ッ プは、 エキスパー ト モード でのみ行 う こ と ができ ます。
入力のフ ェールセーフ モー ド の設定については、 グ ラ フ ィ ッ ク デー タ マネージ ャ操作説明書
（CD-ROM に収録） のセ ク シ ョ ン 6.4 に記載されています。
故障の場合、 エネルギーと質量の計算は、 代替値を使用し て継続されるか、 無効にな り ます。
蒸気のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 凝縮温度に達する と （飽和蒸気ア ラーム） 、 T を使用し て飽和蒸
気状態が判定され、 熱流量が計算されます。 積算計の動作は、 メ ニ ュー項目 " フ ェールセーフ
モード / 飽和蒸気ア ラーム " で定義する こ と ができ ます ：

• 積算停止 （積算計の停止）
• 積算を継続、 積算計は動作し続ける （飽和蒸気の計算）
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4 技術データ

水 水 / グリコール 蒸気

測定レ ンジ 0 ～ 350 ℃ -40 ～ 200 ℃

過熱蒸気の測定レ ンジ 0 ～ 1000 bar

0 ～ 800 ℃

飽和蒸気の測定レ ンジ 0 ～ 165 bar

0 ～ 350 ℃

最小温度差 0 ℃

濃度 0 ～ 60 vol %

誤差の限界 （ユニバーサル入力） 3 ～ 20 ℃ ： 測定値の 1.0 % 未満

20 ～ 250 ℃ ： 測定値の 0.3 % 未満

スキ ャ ンレー ト 500 ms

計算規格 IAPWS-IF 97 多項式関数

（誤差 ： 最大 . 0.6 %）

IAPWS-IF 97



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA266R/33/JA/05.10
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

12.10/ マーコムグループ
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